
平成２２年８月１５日

湯沢河川国道事務所

大雨による（砂防）防災情報（第２報）

湯沢河川国道事務所では、前線に伴う大雨の影響により八幡平山系秋田県側（仙北市

田沢湖生保内 地内）の雨量観測所で連続雨量が１２０mmに達し、土砂災害による被害

が発生する恐れがあることから、８月１５日（日）９時００分に土砂災害対策支部｢注

意体制｣から｢警戒体制｣に移行しました。

降雨の状況を見て、管内砂防施設の巡視点検を実施する予定です。

１．降雨情報

平成２２年８月１５日（日）９時００分現在

山系名 観測所名 時間雨量 連続雨量

八幡平山系 生保内雨量観測所 ２㎜ １２０㎜

（秋田県側） 黒湯雨量観測所 １㎜ １０４㎜

熊ノ台雨量観測所 ５㎜ ９６㎜

小先達雨量観測所 ０㎜ ７７㎜

２．事務所の体制

８月１４日 １６時５０分 土砂災害対策支部（注意体制）

８月１５日 ９時００分 土砂災害対策支部（警戒体制）

３．今後の見通し

現在も降雨が続いておりますので、今後の気象情報、土砂災害情報に注意してくださ

い。
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調査第一課長 菊田 友弥 （内線３５１）

（直通 TEL：０１８３－７３－５５４４）


